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ASEAN出張報告及び本学のASEAN戦略について

（１）ASEAN+3 Rectors’ Conference 出張報告

（２）ASEAN University Network（AUN）との学生交流

（３）日本留学海外拠点連携推進事業
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（１）ASEAN+3 Rectors’ Conference 出張報告

＜The 6th ASEAN+3 Rectors’ Conference＞

日時：2023年9月20日-21日
場所：アイルランガ大学（インドネシア）
講演タイトル：Human Resource Development 
Programme in collaboration with UNCTAD and 
The Role of Academia for Comprehensive 
Strategy for the Vision for a Digital Garden 
City Nation 2
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ASEAN+3 University Network

AUN加盟10カ国30⼤学

プラス３諸国
21⼤学

China

Guangxi University  
Guizhou University  
Peking University  
Xiamen University  
Yunnan University Korea

Chung-Ang University  
Chonnam National University  
Daejeon University
Dongguk University  
Kyung Hee University  
Seoul National University

Japan

<SUN/SixERS>
Chiba University  
Niigata University  
Kanazawa University  
Okayama University  
Nagasaki University

Kumamoto University

Kyoto University  
Keio University
Tokyo Institute of Technology  
Waseda University

大学間協定校 部局間協定校
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ASEAN+3 Rectors’ Conference

ASEAN+3 Rectorsʼ Conferenceとは
AUN（ASEAN University Network）加盟10カ国30大学およびプラス3諸国（日本・中国・韓国）21大学のエグゼクティブレベル（President/Rector/Vice-chancellor）が、
ASEAN+3の将来の協力に向けた課題について学び、意見を交換するためのプラットフォームとして2年に1回開催。

開催日 幹事校 テーマ・内容等 本学からの出席者

第１回
2012年
11月1日

北京大学（中国）
ASEAN+3 Unet設立のためのMOU調印式を実施

第２回
2014年
11月6日‐7日

チェンマイ大学（タイ）
To create a platform for executive level of the ASEAN and the Plus  
Three universities to learn and share their views towards the  
challenges for the ASEAN + 3 future cooperation

荒木理事
小川秀樹教授（国際センター）
山﨑国際センター事務室長

第３回
2016年
10月31日‐11月1日

広西大学（中国） Contemporary crises in higher education: impacts, implications, and  
solutions 山本洋子副学長

第４回
2018年
7月26日

ﾌﾞﾙﾈｲ･ｻﾙｻﾗｰﾑ大学
（ブルネイ）

The Impacts of Information Society on Our Universities: Current  
Challenges and Future Strategies

槇野学長 ※フライトキャンセル
横井副学長 のため欠席
原田国際企画課長

第５回
2021年
10月14日

金沢大学（日本）

※オンライン開催

ASEAN+3 University Education and Graduate Employability:  
Sharpening the Edge

槇野学長
鈴木副学長

第６回
2023年
9月20日‐21日

アイルランガ大学
（インドネシア）

The Role of University Collaboration within ASEAN+3 Framework on 
Innovation and Industry Acceleration Ecosystem

那須学長

鈴木副学長
田村国際企画課長

AUNと国⽴六⼤学について

● 1995年 AUN設立

● 2009年 ASEAN+3 UNet 設立

● 2013年 AUNと国立六大学（SUN/SixERS）が
パートナーシップ協定を締結

2013年4月 MOU締結（タイ・マヒドン大学にて）

● 2015年 国立六大学がASEAN+3 UNet に加盟

2015年11月 ASEAN+3 UNet加盟校として
ASEAN教育サミットに出席

（タイ・チュラロンコン大学にて）
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（２） ASEAN University Network（AUN）との学生交流

○派遣
AUN・国立六大学合同サマープログラム
日 程：2023 年8 月19 日（土）～9 月3 日（日）
訪問先：バンコク等（タイ）
参加者：17名（岡山大学12名、千葉大学1名、

新潟大学2名、長崎大学2名）

○受入（オンラインプログラム）
Ｊａｐａｎ-ASEAN online Program towards SDGs
日 程：2023 年12 月12 日（火）～12 月15 日（金）

テーマ：Flush Out the Differences: 
A Cross-Cultural Workshop on Toilets    
and Sanitation

＜２０２３年度プログラム＞

https://www.aunsec.org/news/aun‐sunsixers‐reunited‐japanese‐students‐their‐weeks‐long‐journey‐through‐history‐culture‐and‐tradition‐thailand

パートナーシップ 協定
による交流

AUNと国⽴六⼤学は、パートナーシップ協定の締結に基づいて、サマープログラムや
スプリングプログラム等の学⽣交流、アカデミックセミナーの共催等、活発な交流を⾏って
おり、今後も、国⽴六⼤学バンコク事務所、国⽴六⼤学スラバヤ事務所、⽇本留学
海外拠点連携推進事業ASEAN拠点バンコク事務所とも連携した学術・研究交流が
期待される。
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高等教育機関への外国人留学生数(ASEAN)

目標値(ASEAN)

出典：JASSO「外国人留学生在籍状況調査結果」

●❷

重点国
⽀援国Ⅰ
支援国Ⅱ

●❶

●❸

①ヤンゴン拠点
②マンダレー連絡拠点
③バンコク・サテライト拠点
④プノンペン連絡拠点
⑤ビエンチャン連絡拠点

タイ

カンボジア

ラオス

マレーシア

シンガポール

フィリピン

インドネシア

ブルネイ

ミャンマー

ベトナム●❹

●❺

（３）日本留学海外拠点連携推進事業
※本学はASEAN地域を担当

事業概要
ASEANから日本への留学生数を、2023年には1.5倍にするために
岡山大学、国立六大学は、オールジャパン体制で留学生の受入を促進

これまでの活動実績

ASEANから⽇本の⾼等教育機関への留学⽣数

2014年から５年間、留学コーディネーター配置事業（ミャン
マー）を実施後、ミャンマーからの留学⽣は約３倍に増加

2023年の取り組み⽅針

 ミャンマーでの知見・経験をASEAN諸国で活用

 オンライン・ハイブリッド・対面による日本留学フェア、各種
セミナー（Academic/日本/キャリアセミナー等）を実施

 国立六大学*や各協力機関のリソースを活用し
より効果的な活動を実施

 元日本留学生協会や現地教育機関との連携強化

 留学相談体制の強化・定着

 現地スタッフのキャパシティ・ビルディング

*国立六大学：千葉大学、新潟大学、金沢大学、岡山大学、

長崎大学、熊本大学

⽂部科学省⽇本留学海外拠点連携推進事業ASEAN拠点

2023年には
1.5倍を目標

＜関係・協⼒機関＞
 ミャンマー⼈材育成⽀援産学官連携ぷらっとフォーム
 AUN（ASEAN University Network）
 元⽇本留学⽣協会
 現地の⽇本関係機関（在外公館、JASSO、⽇本企業、

カンボジア⽇本⼈材開発センター、ラオス⽇本センター）等

岡山大学 国立六大学

2014年 2019年

1,280名 3,753 名約３倍

⽇本留学の魅⼒を伝える

⽇本留学の具体的な情報提供

 拠点事業HPや、Facebook・Instagram等SNSによる日本留
学情報発信

 日本の大学や教育機関の情報、奨学金情報の収集と提
供

 現地にリーチ力の高い広告（TV、新聞、ラジオ等）の活用

 ミャンマー語、ラオス語、カンボジア語版の
日本留学冊子配布 など

◎オンライン⽇本留学フェア(ミャンマー)主催（2022年8-9⽉）
参加者数 2,511名 参加機関数 17

◎JICA⽇本留学フェア(カンボジア・ラオス)共催（2022年10⽉）
参加者数(延べ) 1,099名 参加機関数(延べ) 12

◎オンライン⽇本留学フェア(ASEAN)開催（2023年1⽉）
参加者数 2,073名 参加機関数 53

◎各種オンラインセミナー 102回 6,554名
（ミャンマー 36回／タイ 5回／カンボジア 22回／ラオス 18回／
フィリピン 2回／インドネシア 2回／ベトナム 2回／マレーシア 1回／
シンガポール 2回／ ASEAN全体向け 12回）

◎個別留学相談・問い合わせ対応 年間 6,920件

【事務局】岡山大学 国際部 国際企画課 TEL：086-251-8937 E-mail：studyinjapan@adm.okayama-u.ac.jp （2023年6月現在）
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今後の取組⽅針
★各関係機関との連携を強化しオールジャパンでの取組を推進する。
★「⽇本留学」という⼊⼝から、「⽇本で就職」の出⼝までフォローし

⽇本留学希望者や関係機関にとって実りある留学を実現する。

岡⼭⼤学⽇本留学情報センター in ASEAN

マンダレー連絡拠点ヤンゴン拠点

バンコク・サテライト拠点

プノンペン連絡拠点

ビエンチャン連絡拠点

①留学に関する情報収集・発信
②優秀な留学⽣獲得に向けたリクルーティング活動促進
③帰国留学⽣とのネットワーク構築、協⼒

⽇本留学フェア開催
・ASEAN向け、ミャンマー向けフェアの主催
・JICA⽇本留学フェアの共催(カンボジア、ラオス)
関係機関とのネットワーキング
・現地機関、本邦関係機関の訪問、情報交換
・⽇本留学傾向の分析
広報活動・情報発信
・Facebook、Instagram
・現地語の⽇本留学冊⼦配布
・⼤学や教育機関、奨学⾦情報紹介

留学相談対応
・オンライン、対⾯により実施
各種セミナー開催
・Academic、キャリア、学⽣交流、
EJU勉強会 など
学習奨励費特別枠の活⽤
・オンライン、対⾯により実施

帰国留学⽣会との連携
・情報交換、フェア・セミナーでの
協⼒、現地への広報活動で連携
・岡⼭⼤学国際同窓会、在⽇留学
⽣会などとも協⼒

具体的な取組

※職員の写真は現在と異なる場合あり
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